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 「伝承」桐生大炊介手植えのヤナギ 
    でんしょう きりゅうおおいのすけてうえのやなぎ 

 

桐生市東七丁目の児童公園の中央に立つ柳の木。案内板には「1516 年（永正

13 年）頃、桐生城主の桐生重綱がこの付近で鷹狩をしていた際、名馬“浄土黒

（じょうどぐろ）”が突然倒れ、落馬した重綱も間もなく死去した。重綱の子

である桐生大炊介助綱はその馬をこの地に埋め、供養のため一本の柳を植えた

のがこの柳であると伝えられている。」とあります。 

 

ヤナギといえば一般に枝が垂れ下がったシダレヤナギを連想しますが、枝が

垂れないこの公園のアカメヤナギなど、日本には 30種類以上のヤナギの種類が

あるのだそうです。 

ヤナギは太古よりその樹皮に鎮痛効果があるとして知られています。西洋で

は古代ギリシャ、ローマの時代からセイヨウシロヤナギの樹皮は解熱鎮痛に、

葉を煎じては陣痛の緩和に用いたとされています。日本でもおよそ1500年前、

仏教伝来の頃から鎮痛作用としてのヤナギの薬効が知られていました。後白河

法皇は頭痛の緩和に用い、源義経は歯の痛みを止めるためにヤナギの小枝で歯

磨きをしたと言われます。ちなみに今でも使用されている「楊枝（ようじ）」

の「楊」は枝が垂れないヤナギを意味します。 

近世、ヨーロッパでは医師や科学者によるヤナギの樹液の研究が盛んになり、

そして 19世紀、樹皮にはサリチル酸という植物ホルモンの元になる成分が多く

含まれることがわかりました。サリチル酸は解熱鎮痛剤のアスピリンの原料と

して知られます。 

 

ヤナギが病原菌やウイルスに感染したとします。人間であれば感染している

人を遠ざけるか、健常者の方が逃げようとしますが、動けない植物はそれがで

きません。ヤナギは感染した場所に大量のサリチル酸を作ります。そして 1 本

の木の中でほかの場所に危険を知らせます。それによって全身が病原菌の侵入

を防ぐ反応をします。サリチル酸はヤナギにとって抗菌作用があり、自身を 



守ることにより人類と同じく懸命に生命をつなぎ、後世に子孫を残す努力を 

続けてきました。そして現在、我々はヤナギから解熱鎮痛剤であるアスピリン

の発見という恩恵を受けることになりました。 

 

およそ 500 年前、桐生氏が全盛の頃、九代助綱は供養のために柳を選びまし

た。柳の生育に適した当時の土地柄の他、柳の薬効など、先見やこの地の後世

の人々への思いがあったのかもしれません。 

「桐生大炊介手植えのヤナギ」の老木は 1982 年（昭和 57 年）の台風で大枝

が折れ、昔の景観こそ無くしましたが、現在は二世の木が生育し、今なお公園

のシンボルとし生命をつなぎ、遊びに訪れた子供たちを見守ります。 

 

参考：福田道夫「続・義経はやなぎの薬効を知っていた」医学情報社（2020年）  

 

                     【歯科口腔外科診療部長 今井 正之】 

 

 

                                         

「伝承」桐生大炊介手植えのヤナギ 

1952年（昭和 27年）群馬県天然記念物に指定 



        

昭和 30年代後半～昭和 40年代頃               


